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飛騨の家具®アワード 家具デザインコンテスト 
表彰式開催のご案内 

～応募総数353作品の中から決定した最優秀賞を発表 ～ 

協同組合 飛騨木工連合会（代表理事：岡田贊三、主たる事務所：岐阜県高山市）は、「飛騨の家具®ア
ワード 家具デザインコンテスト」の結果を「IFFT/interiorlifestyle living 2016」にて発表いたします。
初回ながら海外23カ国を含む353ものデザイン提案をいただき、先の「飛騨の家具®フェスティバル」期
間中に最終審査を行い各賞を決定しました。審査過程においては、飛騨との縁が深い川上元美氏（デザイ
ナー、写真上段左）、林千晶氏（ロフトワーク代表、飛騨の森でクマは踊る代表、写真上段中）、山崎泰
氏（JDN・登竜門 ブランドディレクター、写真下段右）にも加わっていただき、外部の目による助言を得
て議論を深めました。その結果を発表・表彰し、皆様と懇親の場を持ちたいと考えております。 

PRESS RELEASE 
報道関係各位 

【本件に関する報道関係者からのお問合わせ先】 飛騨の家具アワード 事務局 (株式会社JDN内 担当：野崎・山崎） 
TEL : 03-3836-8300  FAX : 03-3836-7310 Mail ： hida2016@japandesign.ne.jp 

11月7日（月）IFFT/インテリア ライフスタイル リビング  
東京ビックサイト 東６ホール 飛騨木工連合会ブースにて 

表彰式14：45～15：15 トークイベント・懇親会16：00～17：30 

■表彰式 
日時：2016年11月7日（月）14：45 - 15：15 
場所：東京ビックサイト 東６ホール 飛騨木工連合会ブース 
主な出席者：受賞者（6名）、飛騨木工連合会所属企業、外部アドバイザー（川上元美氏、山崎泰氏） 
 
■トークイベント・懇親会 
日時：2016年11月7日（月）16：00 - 17：30 
場所：東京ビックサイト 東６ホール 飛騨木工連合会ブース 
主な出席者：受賞者（6名）、飛騨木工連合会所属企業、外部アドバイザー（川上元美氏、山崎泰氏） 
高山の地酒や軽食とともに出席者との交流をお楽しみください。 

※報道資料配布や取材対応は上記以降の日程であれば随時可能です。お気軽にお声かけください。また、上記日時以外の取材対応につい
ては担当者の調整が必要なため事前のご連絡をお願いいたします。 

主催 飛騨木工連合会 



■飛騨の家具®アワード 家具デザインコンテスト 
歴史と伝統の古都である飛騨・高山の新たな取り組みとして始めた木製品のデザインコンテストです。伝統を生かし
ながら未来への「伝統を育む」ために、国産材（※1）を用いて飛騨の技術によって作る新しいデザインを公募し製
品化することを目指しています。今回は「飛騨の家具® （※2）フェスティバル」の特別企画として開催しました。 
  
【募集期間】 2016年6月1日～8月22日 
  
【テーマ】 木製品のデザイン 
  
【募集内容】木を使った椅子、家具、照明、雑貨、建材等の製品デザイン提案 
  
【賞】最優秀賞（1点） 製品化検討、副賞 賞金30万円、製品化検討メーカーの代表的な製品1点 

優秀賞（3点） 製品化検討、副賞 賞金3万円、製品化検討メーカーの代表的な製品1点 
奨励賞（若干名）※学生と30才未満を対象 副賞 飛騨の代表的な製品1点 

  
【応募資格】 日本語か英語でのコミュニケーションが可能な方 
  
【応募方法】 （1）公式ホームページのより事前登録 

（2）応募用紙に必要事項を記入（公式ホームページからダウンロード可） 
（3）応募用紙とともにプレゼンシートを事務局まで郵送 

  
【審査員】 飛騨木工連合会に所属する以下13社の代表者(※50音順) 

株式会社イバタインテリア／オークヴィレッジ株式会社／柏木工株式会社／株式会社柿下木材工業所／ 
有限会社雉子舎／株式会社キタ二ジャパン／株式会社木馬舎／株式会社シラカワ／日進木工株式会／ 
飛騨産業株式会社／有限会社仏壇工芸ほりお／株式会社プラス・ワン／木童工房株式会社 

  
【主催】 飛騨木工連合会 
  
※1飛騨の家具®とは 
協同組合飛騨木工連合会では、伝統文化の精神性を大切にした上質な家具づくりを通して 
「飛騨の家具」のブランド化に取り組んでいます。その一環として、長年慣れ親しんできた 
「飛騨の家具」という名称を保護するため、2008年に地域団体商標を取得しました。 
  
※2国産材の利用について 
日本の森林面積は約2,500万ヘクタール（平成24年）あり、これは国土面積の約3分の2に相当します。この割合は世界有数の高さ
です。しかし日本の木材は半世紀以上の間、安価な外材の大量使用にとってかわられ、枝打ちや間伐など管理が不十分のまま放置
されてきました。森は、木を使い、育てるという「循環・連鎖」によって、恵み豊かな姿が維持されます。国産材を活用した製品
開発を進めることが、森の循環を日常の消費行動とつないでいくことになると考えています。 

川上 元美 （デザイナー） 
1940年生まれ。東京藝術大学大学院修了後、’66-‘69年ミラノのアンジェロ・ 
マンジャロッティ建築設計事務所に勤務。‘71年に川上デザインルームを設立、現在に至る。 
プロダクト、インテリア、環境デザインなどに従事、ヒューマンなものづくり、環境づくりを心が
けている。 
また各地の地場産業や人材育成にも従事。 
デザイン賞、グッドデザイン賞金賞、土木学会・田中賞、IF賞等受賞。 
東京藝術大学、多摩美術大学等の客員教授を歴任。 

林 千晶 （ロフトワーク代表、飛騨の森でクマは踊る代表） 
早稲田大学商学部、ボストン大学大学院ジャーナリズム学科卒。花王を経て、2000年にロフトワーク
を起業。Web、ビジネス、コミュニティ、空間など、手がけるデザインプロジェクトは年間550件を超
える。クリエイターが登録サイト「loftwork.com」、デジタルものづくりカフェ「FabCafe」、素材
に向き合うコワーキング施設「MTRL」を運営。 MITメディアラボ 所長補佐、茨城県北芸術祭コミュ
ニケーションディレクターなどを務める。森林再生とものづくりを通じて地域産業創出を目指す官民共
同事業体「株式会社飛騨の森でクマは踊る」を岐阜県飛騨市に設立、代表取締役社長に就任。 

山崎 泰 （JDN・登竜門 ブランドディレクター） 
1969年、北海道室蘭生まれ、札幌育ち。北海道大学卒業、心理学専攻。デザインが好きで、空間デザイ
ン最大手の丹青社に入社。1997年に社内ベンチャーとして「JDN」を始める。ゼロから顧客開発し事業
成立の中心的な役割を担う。2011年より株式会社JDNの取締役。現在はブランドディレクターとして、
コンテストのコンサルティング、取材・執筆、講演なども行う。JAPAN BRAND FESTIVALボードメン
バー。 

【外部アドバイザー】 


